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発掘で見つかる細長い板に墨で
文字を書いたものを
木簡とよんでいるよ。

はっくつ すみ

もっ かん

木簡を
　調べよう！
木簡を
　調べよう！

古代の産物あれこれ古代の産物あれこれ

古代の文字は語る

奈良時代に、すでに
更級郡があったこと
がわかるんじゃ。

みやこへは、どこから何を送っ
たかわかるように書いた荷札を
物に付けて送ったんじゃ。今の
特産品と比べてみよう！

木簡に書かれた
文字を解読すると

どんなことがわかるの？

各地の産物が
みやこに集め
られたんだね。

各地の産物が
みやこに集め
られたんだね。

さらしなぐん

なな ら じ だい

もっかん

もっ かん

こ だい さん ぶつ

「更　郡司」と記された木簡「更　郡司」と記された木簡
さらしなさらしな ぐんぐん じじ しるしる もっもっ かんかん

屋代遺跡群の周辺に奈良時代の役所が
あったと推定されています。見つかった
木簡126点は、東大寺の大仏が造られた
頃のもので、解読がすすむと、当時の信
濃の様子がだんだんわかってきました。

屋代遺跡群の周辺に奈良時代の役所が
あったと推定されています。見つかった
木簡126点は、東大寺の大仏が造られた
頃のもので、解読がすすむと、当時の信
濃の様子がだんだんわかってきました。
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東大寺の大仏建立（752年）

奈良時代の人が
書いた文字

奈良時代の人が
書いた文字
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古代の遺跡を調べよう
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長野県立歴史館
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552年 百済より仏教が伝わる

593年 聖徳太子が摂政になる

694年 飛鳥にみやこ（藤原京）が
　　　 おかれる

701年 大宝律令が完成する

710年 奈良にみやこ（平城京）が
　　　 おかれる

741年 国分寺・国分尼寺建立の詔
743年 大仏建立の詔

770年頃 万葉集ができる
794年　 京都にみやこ（平安京）が
　　　　 おかれる

888年　信濃で大洪水がおこる
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の し りつ はく ぶつ かん はく ぶつ かんじり し りつ ひら いで

（長さ31.3㎝）（長さ31.3㎝）

写真提供　東大寺大仏：奈良市観光協会、写真矢野建彦氏。役人の執務風景：東北歴史博物館。正倉院宝物：『長野県立歴史館紀要』1号より転載、複製は長野県立歴史館。藤原宮出土木簡：奈良文化財研究所・奈良県立橿原考古学研究所。
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正倉院宝物 藤原宮出土木簡
ふじわらきゅうしゅつどもっかんしょうそういん

藤原宮出土木簡
ふじわらきゅうしゅつどもっかん
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　刀子で表面
　を削って、
　書き直す

諏訪郡

伊那郡

菖蒲沢窯跡菖蒲沢窯跡
しょうぶさわかまあと　しょうぶさわかまあと　

役所やお寺で使う
焼き物を焼いた窯跡。
　　　（塩尻市立平出博物館）

篠ノ井遺跡群篠ノ井遺跡群
しの   の    い　い  せきしの   の    い　い  せき

古代のムラにあった
焼き物のほとけさま。

山千寺仏像山千寺仏像
さんせん  じさんせん  じ

県内最古の仏像の一つ。（山千寺）

屋代遺跡群屋代遺跡群
   や  しろ  い  せき   や  しろ  い  せき

武陵地1号古墳武陵地1号古墳
  ぶ りょうち　　　     こ   ふん  ぶ りょうち　　　     こ   ふん

日本最古のお金が
出土しています。

（高森町歴史民俗資料館）

奈良時代に、すでに
更級郡があったこと
がわかります。

青い線は、当時の
信濃国境の推定線

榎垣外遺跡榎垣外遺跡
えのきえのき がい とがい と

役所の跡から花の形をした、
めずらしい鏡が見つかりました。
　　　　　　　　　 （市立岡谷美術考古館）

恒川遺跡群恒川遺跡群
ごん   が　い せきごん   が　い せき

伊那郡におかれた役所の跡と考えられます。
稲などの税を納める倉庫や役所の仕事で使う
硯が見つかっています。　　（飯田市教育委員会）

（写真は長野県立歴史館提供）

信濃国分寺跡信濃国分寺跡
  し なの こくぶん   じ  あと  し なの こくぶん   じ  あと

仏教には国を守る力があると信じ
られていました。奈良東大寺を中
心に、国分寺が全国に建てられま
した。　　  （上田市立信濃国分寺資料館）

神 坂 峠神 坂 峠
み     さか とうげみ     さか とうげ

「さきもり」として九州に赴任を
命じられた人の気持ちが歌になっ
ています。　　　　　　（神坂神社）
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展示する

？

すずりすずり

鉛筆鉛筆

消しゴム消しゴム

ノート

　奈良の大仏がつくられたころの日本は、みやこを中心として地方をおさめる国づくりのしくみやきまり
を隋や唐（今の中国）からとりいれ、全国に役所やお寺がたてられました。みやこからの命令、地方から
みやこに送られる荷物の内容などが木簡に書かれました。当時すでに文字を書いて伝えることが大切に
なっていました。
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木簡が展示されるまで！木簡が展示されるまで！

フリーズドライは
インスタントラーメンにも
つかわれておるんじゃ。

フリーズドライは
インスタントラーメンにも
つかわれておるんじゃ。

お寺や役所などから
いろいろ見つかって
いるんじゃ。

お寺や役所などから
いろいろ見つかって
いるんじゃ。

もろい木簡に書かれた文字
は、こうやって解読され、
補強されるんだね。

もろい木簡に書かれた文字
は、こうやって解読され、
補強されるんだね。
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どんなものがあるの
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木簡はどう使うの？木簡はどう使うの？
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どんなものがあるの
ほかには
どんなものがあるの

答えは前のページ答えは前のページ
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木簡はどう使うの？木簡はどう使うの？
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とうけつとうけつかんそうかんそうしょ りしょ り

赤外線をあて、文字を
読み解きます。
赤外線をあて、文字を
読み解きます。

樹脂をしみこませ、凍らせてから、
真空状態にして乾燥させます。
樹脂をしみこませ、凍らせてから、
真空状態にして乾燥させます。
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れっ か

捨
て
る

書
い
て

再
利
用

読
ん
で

役
所
か
ら
の
命
令
「
符
更
　郡
司
等
可
□
致
」

九
九
の
復
習
「
九
九
（
八
十
）
一
」
な
ど

役
所
に
お
さ
め
る
お
米
に
つ
け
る
荷
札
「
稲
一
束
」

文  書 習  書
しゅう しょ

荷  札

いろいろな木簡（屋代遺跡群）

木簡の使われた時代を調べよう木簡の使われた時代を調べよう
もっ かん つか じ だい しら

何て書いてあるかな？何て書いてあるかな？

塼  仏塼  仏
せん    ぶつせん    ぶつ

瓦 塔瓦 塔
（焼き物のお寺の塔）（焼き物のお寺の塔）

が　 とうが　 とう

八花鏡八花鏡

墨・筆・刀子・木簡墨・筆・刀子・木簡
すみすみ

えんえん

とうとう もっもっかんかんすす

役人の執務風景役人の執務風景
しつ  むしつ  む

はっ   か  きょうはっ   か  きょう

円面硯円面硯
えんめんけんえんめんけん

軒瓦軒瓦
のきがわらのきがわら

冨本銭冨本銭
ふ    ほん せんふ    ほん せん

万葉歌碑万葉歌碑
まん よう    か     ひまん よう    か     ひ

鳥形硯鳥形硯
とりがたすずりとりがたすずり

木 簡木 簡
もっ   かんもっ   かん

観音菩薩立像観音菩薩立像
かんのんかんのん ぼ   さつぼ   さつ りつぞうりつぞう

東山道東山道
とうさんどうとうさんどう

恵那郡
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　刀子で表面
　を削って、
　書き直す

諏訪郡

伊那郡

菖蒲沢窯跡菖蒲沢窯跡
しょうぶさわかまあと　しょうぶさわかまあと　

役所やお寺で使う
焼き物を焼いた窯跡。
　　　（塩尻市立平出博物館）

篠ノ井遺跡群篠ノ井遺跡群
しの   の    い　い  せきしの   の    い　い  せき

古代のムラにあった
焼き物のほとけさま。

山千寺仏像山千寺仏像
さんせん  じさんせん  じ

県内最古の仏像の一つ。（山千寺）

屋代遺跡群屋代遺跡群
   や  しろ  い  せき   や  しろ  い  せき

武陵地1号古墳武陵地1号古墳
  ぶ りょうち　　　     こ   ふん  ぶ りょうち　　　     こ   ふん

日本最古のお金が
出土しています。

（高森町歴史民俗資料館）

奈良時代に、すでに
更級郡があったこと
がわかります。

青い線は、当時の
信濃国境の推定線

榎垣外遺跡榎垣外遺跡
えのきえのき がい とがい と

役所の跡から花の形をした、
めずらしい鏡が見つかりました。
　　　　　　　　　 （市立岡谷美術考古館）

恒川遺跡群恒川遺跡群
ごん   が　い せきごん   が　い せき

伊那郡におかれた役所の跡と考えられます。
稲などの税を納める倉庫や役所の仕事で使う
硯が見つかっています。　　（飯田市教育委員会）

（写真は長野県立歴史館提供）

信濃国分寺跡信濃国分寺跡
  し なの こくぶん   じ  あと  し なの こくぶん   じ  あと

仏教には国を守る力があると信じ
られていました。奈良東大寺を中
心に、国分寺が全国に建てられま
した。　　  （上田市立信濃国分寺資料館）

神 坂 峠神 坂 峠
み     さか とうげみ     さか とうげ

「さきもり」として九州に赴任を
命じられた人の気持ちが歌になっ
ています。　　　　　　（神坂神社）
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消しゴム消しゴム

ノート

　奈良の大仏がつくられたころの日本は、みやこを中心として地方をおさめる国づくりのしくみやきまり
を隋や唐（今の中国）からとりいれ、全国に役所やお寺がたてられました。みやこからの命令、地方から
みやこに送られる荷物の内容などが木簡に書かれました。当時すでに文字を書いて伝えることが大切に
なっていました。

ずい とう

もっ かん

木簡が展示されるまで！木簡が展示されるまで！

フリーズドライは
インスタントラーメンにも
つかわれておるんじゃ。

フリーズドライは
インスタントラーメンにも
つかわれておるんじゃ。

お寺や役所などから
いろいろ見つかって
いるんじゃ。

お寺や役所などから
いろいろ見つかって
いるんじゃ。

もろい木簡に書かれた文字
は、こうやって解読され、
補強されるんだね。

もろい木簡に書かれた文字
は、こうやって解読され、
補強されるんだね。

もっかんもっかん

ほきょうほきょう

ほかには
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保存処理前保存処理前

保存処理後保存処理後
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とうけつとうけつかんそうかんそうしょ りしょ り

赤外線をあて、文字を
読み解きます。
赤外線をあて、文字を
読み解きます。

樹脂をしみこませ、凍らせてから、
真空状態にして乾燥させます。
樹脂をしみこませ、凍らせてから、
真空状態にして乾燥させます。
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薬の材料
アサ布

ほう もつ

シカ

ナマコナマコ
北陸道

アユ
西海道

カツオ
南海道

アワビ
東海道

塩
山陽道

塩

ワカメ
山陰道 サケ

東山道

みやこ

だ
い
お
う

し
か

発掘で見つかる細長い板に墨で
文字を書いたものを
木簡とよんでいるよ。

はっくつ すみ

もっ かん

木簡を
　調べよう！
木簡を
　調べよう！

古代の産物あれこれ古代の産物あれこれ

古代の文字は語る

奈良時代に、すでに
更級郡があったこと
がわかるんじゃ。

みやこへは、どこから何を送っ
たかわかるように書いた荷札を
物に付けて送ったんじゃ。今の
特産品と比べてみよう！

木簡に書かれた
文字を解読すると

どんなことがわかるの？

各地の産物が
みやこに集め
られたんだね。

各地の産物が
みやこに集め
られたんだね。

さらしなぐん

なな ら じ だい

もっかん

もっ かん

こ だい さん ぶつ

「更　郡司」と記された木簡「更　郡司」と記された木簡
さらしなさらしな ぐんぐん じじ しるしる もっもっ かんかん

屋代遺跡群の周辺に奈良時代の役所が
あったと推定されています。見つかった
木簡126点は、東大寺の大仏が造られた
頃のもので、解読がすすむと、当時の信
濃の様子がだんだんわかってきました。

屋代遺跡群の周辺に奈良時代の役所が
あったと推定されています。見つかった
木簡126点は、東大寺の大仏が造られた
頃のもので、解読がすすむと、当時の信
濃の様子がだんだんわかってきました。

いいやや しろしろ せきせきぐんぐん

もっもっかんかん てんてん とうだい  じとうだい  じ だいぶつだいぶつ つくつく

ころころ

すすようよう

なな らら じじ だいだい やくしょやくしょ

すいていすいてい

しゅうへんしゅうへん

東大寺の大仏建立（752年）

奈良時代の人が
書いた文字

奈良時代の人が
書いた文字

とう だい ぶつ こんりゅうだい じ

千曲市屋代遺跡群の木簡出土状況千曲市屋代遺跡群の木簡出土状況

（屋代遺跡群出土）（屋代遺跡群出土）

ちく   ま     しちく   ま     し もっかんもっかんしゅつどしゅつどじょうきょうじょうきょうや   しろや   しろ い  せき ぐんい  せき ぐん

木簡
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長野市立博物館
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古代の遺跡を調べよう
こ   だい い   せき しら

長野市小島田町1414 ☎026-284-9011長野市小島田町1414 ☎026-284-9011

上田市立信濃国分寺資料館
うえ だ  し  りつ  し な の  こくぶん じ  し  りょう かん

上田市国分1125 ☎0268-27-8706上田市国分1125 ☎0268-27-8706

市立岡谷美術考古館
し りつ  おか や  び  じゅつ こう こ かん

岡谷市中央町1-9-8 ☎0266-22-5854岡谷市中央町1-9-8 ☎0266-22-5854

飯田市考古資料館
いい だ  し こう こ  し りょう かん

飯田市上川路1004-1 ☎0265-26-9009飯田市上川路1004-1 ☎0265-26-9009

長野県埋蔵文化財センター
なが の けんまいぞうぶん か  ざい  せ　ん　た　ー

長野市篠ノ井布施高田963-4 ☎026-293-5926長野市篠ノ井布施高田963-4 ☎026-293-5926

塩尻市立平出博物館
しお

塩尻市宗賀1011-3 ☎0263-52-1022塩尻市宗賀1011-3 ☎0263-52-1022

高森町歴史民俗資料館
たかもりまちれき  し  みんぞくしりょうかん

下伊那郡高森町下市田2243 ☎0265-35-7083下伊那郡高森町下市田2243 ☎0265-35-7083

長野県立歴史館
なが の けんりつれき し かん

千曲市屋代260-6 ☎026-274-2000千曲市屋代260-6 ☎026-274-2000
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代

－600年

－700年

－800年

－900年

552年 百済より仏教が伝わる

593年 聖徳太子が摂政になる

694年 飛鳥にみやこ（藤原京）が
　　　 おかれる

701年 大宝律令が完成する

710年 奈良にみやこ（平城京）が
　　　 おかれる

741年 国分寺・国分尼寺建立の詔
743年 大仏建立の詔

770年頃 万葉集ができる
794年　 京都にみやこ（平安京）が
　　　　 おかれる

888年　信濃で大洪水がおこる

信濃国信濃国 から

へ
みやこみやこ

の し りつ はく ぶつ かん はく ぶつ かんじり し りつ ひら いで

（長さ31.3㎝）（長さ31.3㎝）

写真提供　東大寺大仏：奈良市観光協会、写真矢野建彦氏。役人の執務風景：東北歴史博物館。正倉院宝物：『長野県立歴史館紀要』1号より転載、複製は長野県立歴史館。藤原宮出土木簡：奈良文化財研究所・奈良県立橿原考古学研究所。
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正倉院宝物 藤原宮出土木簡
ふじわらきゅうしゅつどもっかんしょうそういん

藤原宮出土木簡
ふじわらきゅうしゅつどもっかん


